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之

藤
ふじ

井
い

　基
も と ゆ き

之
●生年月日　昭和 22 年 3 月 16 日
●選 挙 区　参議院比例区
●当選回数　2 回
●出 生 地　岡山県岡山市
●趣 　 味　音楽・読書
●個人ホームページ
　　　　　　http://www.mfujii.gr.jp/
●そ の 他　薬学博士・薬剤師
●私の政治信条

私の政策の柱は A（エイジフリー）B（バリアフ
リー）D（ドラッグフリー：薬物乱用のない社会）
社会創りです。
高齢者も、障害を持つ方も、国民誰もが安心して
暮らし、元気で生活を送ることのできる長寿社会
を創るために何が必要か、を政治活動の根底にお
いています。
好きな言葉「昨日の夢は、今日の希望、そして明
日の現実」

●活動報告
参院議員厚生労働委員会理事として、食品安全確
保のための食品衛生法改正、健康増進法改正、薬
事法改正、薬剤師法改正、クリーニング業法改正、
国民年金法改正等に関与。

●経歴
昭和 37 年　岡山大学教育学部付属中学校卒業
昭和 40 年　岡山県立岡山操山高等学校卒業
昭和 44 年　東京大学薬学部薬学科卒業
昭和 44 年　厚生省入省
平成  9 年　厚生省退官
平成 9 年　財団法人 ヒューマンサイエンス
　　　　　　　　　　　　振興財団 専務理事
平成 12 年　日本薬剤師連盟 副会長
　　　　　　社団法人 日本薬剤師会 常務理事
平成 13 年　参議院議員（１期目）
平成 16 年　厚生労働大臣政務官
　　　　　　（平成16年9月〜平成17 年11月）
平成 19 年　日本薬剤師連盟 顧問
平成 22 年　参議院議員（２期目）
平成 23 年　参議院政府開発援助等に関する
　　　　　　特別委員会 委員長
平成 24 年　自由民主党広報本部　副本部長
　　　　　　広報本部新聞　出版局長
平成 25 年　自由民主党党紀委員会　委員
　　　　　　裁判官弾劾裁判所　裁判員
平成 26 年　原子力問題特別委員会　委員長
現在　　　　文部科学副大臣
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昨
年
の
九
月
の
厚
労
省
の
発
表
で
は
、
日
本

の
百
歳
以
上
の
高
齢
者
は
五
万
八
八
二
〇
人

で
、
過
去
最
高
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
年
は
、

六
万
人
を
突
破
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
の
百
歳
超
長
寿
者
の
エ
ー
ス
、
聖
路
加

国
際
病
院
名
誉
院
長
の
日
野
原
重
明
先
生
は
、

一
九
一
一
年
十
月
生
ま
れ
だ
そ
う
で
す
か
ら
、

御
年
百
四
歳
に
な
ら
れ
る
の
で
す
が
、
先
生
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
す
で
に
二
～
三
年
先
ま
で
埋

ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

先
生
の
百
歳
超
え
て
も
元
気
な
コ
ツ
は
、

◦
院
内
で
は
極
力
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
な
い
と

か
、
地
面
を
蹴
る
よ
う
に
力
強
く
歩
く
。
動
く

時
は
、漫
然
と
だ
ら
だ
ら
動
く
の
で
は
な
く
、「
運

動
」
と
な
る
よ
う
に
意
識
的
に
動
く
な
ど
絶
え

ず
運
動
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
る
。

◦
食
事
は
、
一
三
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
多
く
て

も
一
四
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
ま
で
。
タ
ン
パ
ク

質
は
脂
肪
の
少
な
い
肉
や
豆
腐
で
摂
る
。
ま
た
、

ビ
タ
ミ
ン
B
群
を
摂
る
よ
う
に
す
る
。

◦
健
康
に
良
い
腹
式
呼
吸
を
す
る
た
め
、
う
つ
ぶ

せ
寝
で
寝
る
。

　

そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
、
先
生
は
、「
も
し
自
分

に
長
生
き
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
何
を
す
べ
き

か
？
」
と
い
つ
も
自
問
自
答
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

日
野
原
先
生
ば
か
り
で
な
く
、
あ
る
大
学
の

調
査
で
は
、
百
歳
長
寿
者
の
多
く
は
と
に
か
く

“
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
”
で
あ
る
、
と
い
う
結
果
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
例
え
ば
、

◦
あ
る
お
婆
さ
ん
、
操
作
が
結
構
難
し
い
の
に
、

自
分
で
運
転
す
る
と
言
い
張
り
、
畑
に
い
く
の

に
自
ら
電
動
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
く
。

◦
独
身
の
お
爺
さ
ん
、
町
内
会
の
若
い
衆
を
引
き

連
れ
て
年
に
何
回
も
旅
行
に
行
っ
て
い
る
。

◦
百
三
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
、
三
十
代
で
夫
を
が
ん

で
亡
く
し
、
以
来
女
手
一
つ
で
3
人
の
息
子
た

ち
を
育
て
あ
げ
て
き
た
。
長
男
夫
婦
と
同
居
し

て
い
る
が
、
食
事
は
自
分
で
作
り
、
風
呂
も
助

け
を
借
り
ず
に
入
っ
て
い
る
。

◦
寝
た
き
り
の
老
人
、
驚
く
ほ
ど
気
持
ち
が
前
向

き
で
明
る
い
。
若
い
頃
に
作
っ
た
歌
を
歌
っ
た

り
、
昔
の
こ
と
を
思
い
返
し
た
り
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
考
え
た
り
し
て
お
り
、
退
屈
し
な
い
。

　

こ
う
し
た
元
気
な
百
歳
超
長
寿
者
に
は
共
通

点
が
あ
る
そ
う
で
す
。

◦
男
性
は
飄
々
と
し
た
マ
イ
ペ
ー
ス
タ
イ
プ
で
、

凝
り
性
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
好
む
。

◦
女
性
は
、
一
家
の
中
心
的
な
人
物
で
、
家
族
の

世
話
を
一
生
懸
命
す
る
こ
と
に
生
き
甲
斐
を
感

じ
る
タ
イ
プ

◦
男
女
と
も
に
「
依
存
心
」
が
少
な
く
、
自
分
の

人
生
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
。

　

以
下
、
受
け
売
り
で
す
が
、
中
国
の
三
国
志

の
英
雄
の
一
人
、
曹
操
の
詩
に
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
老
驥
は
櫪
に
付
す
と
も

  

志
、
千
里
に
在
り

  

烈
士
は
暮
年
に
も

  

壮
心
已
ま
ず
」

　
「
老
驥（
ろ
う
き
）」
と
い
う
の
は
、
年
老
い
た

名
馬
の
こ
と
で
す
。「
櫪（
れ
き
）」
は
、う
ま
や
、

厩
舎
で
す
。
詩
の
意
味
は
こ
う
で
す
。

　
「
若
い
こ
ろ
は
一
日
千
里
を
も
か
け
る
元
気
な
馬

だ
っ
た
が
、
今
は
年
老
い
て
、
櫪（
う
ま
や
）
に
つ

な
が
れ
て
い
る
。し
か
し
、た
と
え
馬
屋
に
い
て
も
、

千
里
を
か
け
る
心
は
、
今
も
持
ち
続
け
て
い
る
。」

　

ま
た
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
思
想
家
の

徳
富
蘇
峰
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
希
望
は
、
い
か
な
る
人
に
も
、
い
か
な
る
場
合
に

も
存
す
る
を
得
べ
し
。
天
は
希
望
を
公
平
に
人
に

与
う
。
人
た
だ
こ
れ
を
享
用
せ
ざ
る
の
み
。
凡
夫

に
は
凡
夫
の
希
望
あ
り
。
壮
者
に
は
壮
者
の
希
望

あ
り
、
老
人
に
は
老
人
の
希
望
あ
り
。」

　

ど
ん
な
人
で
も
、
ど
ん
な
場
合
で
も
希
望
は
持

つ
こ
と
が
で
き
る
。
天
は
、
全
て
の
人
に
希
望
を

公
平
に
与
え
て
下
さ
る
。
た
だ
人
が
希
望
を
持
と

う
と
し
な
い
だ
け
だ
。
凡
人
は
凡
人
な
り
の
、
元

気
で
活
発
な
人
は
元
気
な
人
な
り
の
、
老
人
に
は

老
人
の
希
望
が
あ
る
、
そ
ん
な
意
味
で
す
ね
。

「
太
陽
が
沈
ん
で
し
ま
っ
て
も
、

  

そ
れ
で
も
な
お
夕
映
え
は

  

美
し
く
輝
い
て
い
る
。

  

だ
か
ら
、
人
生
の
晩
年
に
当
た
っ
て
、

  

君
子
た
る
も
の
は
、

  

さ
ら
に
精
神
を
百
倍
に
も
奮
い
立
た
せ
て
、

  

り
っ
ぱ
に
生
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。」

（「
菜
根
譚
」（
洪
自
誠
））

　

二
〇
二
五
年
、
我
が
国
は
、
団
塊
の
世
代
の

全
て
が
七
十
五
歳
、
後
期
高
齢
者
に
な
る
、
と

い
う
こ
と
で
、
年
金
も
医
療
保
険
も
、
そ
し
て

経
済
も
大
変
に
な
る
、
日
本
社
会
全
体
が
沈
滞

す
る
の
で
は
な
ど
と
心
配
す
る
声
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
野
原
先
生
の
作
ら
れ
た
句
に
、

こ
う
あ
り
ま
す
。

「
百
歳
は

　
　

ゴ
ー
ル
じ
ゃ
な
く
て　

関
所
だ
よ
」

　

超
高
齢
社
会
は
、「
高
齢
者
自
身
が
支
え
る
」。

そ
ん
な
元
気
一
杯
の
高
齢
社
会
を
創
り
上
げ
た

い
も
の
で
す
。

老
驥
伏
櫪
、
志
、
千
里
に
在
り


